
様式第八（第十条関係）                      

特定施設の構造等変更届出書 
                         

年  月   日  

 

  函館市公営企業管理者企業局長 様               
 

 

            法人にあつては，  
         住所  主たる事務所の   函館市○○町○○番○○号 
            所在地  
            法人にあつては，  株式会社○○○○ 
     申請者  氏名  名称および代表    代表取締役 ○○ ○○ 
            者の氏名  

         電話番号        ○○○○－○○－○○○○  

                                                                      

  下水道法第１２条の４の規定により，特定施設の構造等の変更につ

 いて，次のとおり届け出ます。   

                  

 工 場 又 は 事 
 業 場 の 名 称 

 

株式会社○○○○ 
 ※ 整 理 番 号 

 

 工場又は事業 
 場 の 所 在 地 

函館市○○町 

○○番○○号 
 ※受理年月日    年   月   日  

 特定施設の  
 種類  

第７１号 

自動式車両洗浄施設  ※ 施 設 番 号 
 

△特定施設の 

  構造（特定施

設の使用の

方法，汚水の

処理の方法，

下水の量及

び水質，用水

及び排水の

系統） 

 別紙のとおり。 
 ※ 審 査 結 果 

 

  

※備   考  
 

 

 備考                               

  １  申請者の氏名（法人にあつてはその代表者の氏名）の記載を  

   自署で行う場合においては，押印を省略することができる。   

  ２  △印の欄の記載については，別紙によることとし，かつ，で  

   きる限り，図面，表等を利用すること。             

  ３  ※印の欄には，記載しないこと。               

  ４  変更のある部分については，変更前及び変更後の内容を対照さ

れるものとすること。  

５  届出書及び別紙の用紙の大きさは，図面，表等やむを得ない  

   ものを除き，日本工業規格Ａ４とすること。           

記入例 7（第７１号 自動式車両洗浄施設） 構造等の変更をする特定施設の変更

前と変更後を別紙に記入して下さい。 

提出日を記入してください。 

特定施設の号番号お

よび施設名を記入し

てください。 



別紙１  
 

特定施設の構造  
 

  特 定 施 設 Ｎｏ．１（変更前）  

 

Ｎｏ．１（変更後）  

１  号 番 号 
第７１号 

自動式車両洗浄施設 

第７１号 

自動式車両洗浄施設 

２  名 称 門型洗車機 門型洗車機 

    メ ー カ ー 

３  

    ・ 型 式 

（例）△△株式会社 

    ○○○○ 

    ○○－１２３□□ 

（例）××株式会社 

    ×××× 

    □□－１２３○○ 

４  台   数 ○台 △台 

５  材   質 
 

○○○製 

 

○○○製 

    主 要 寸 法 

６  

（ｍ）  

 

 

L ○○× W ○○ × H ○○ 

 

 

L △△× W △△ × H △△ 

    能   力 
７  

( ｋ ｇ／日 ) 

  

８  設 置 図 別紙のとおり  別紙のとおり  

工 事 着 手 

９  

予定年月日 

     年   月   日       年   月   日  

    工 事 完 成 
10 

    

予定年月日 
     年   月   日       年   月   日  

    使 用 開 始 

11 

    予定年月日 

     年   月   日       年   月   日  

12 備 考 

 （例） 
※設置場所，用水および排水の系統に変更

なし。 

  

特定施設の名称。 

特定施設の号番号および施

設名を記入してください。 

 

長さ×幅×高さ。単位はｍ。 

特定施設の能力を記入。 

一日当たりの洗浄台数、使用水量等。 



別紙２  
 

特定施設の使用の方法  

 

特 定 施 設 Ｎｏ．１（変更前）  Ｎｏ．１（変更後）  

１  号 番 号 
第７１号 

自動式車両洗浄施設 

第７１号 

自動式車両洗浄施設 

２  名   称  門型洗車機 門型洗車機 

３  使用方法  

 

自動車の洗浄 

 

自動車の洗浄 

４  操業工程図 別紙２の１のとおり  別紙２の１のとおり  

    １日当たり 

５  

    の使用時間 

 

 

○○時間 

（○○時○○分～○○時○○分） 

 

 

△△時間 

（○○時○○分～△△時△△分） 

    １日当たり 

６ の原材料等 

    の 使 用 量 

別紙２の２のとおり  別紙２の２のとおり  

    汚水の水量 

７  

   (ｍ３／日 ) 

通  常  最  大  通  常  最  大  

（例）1.32 （例）1.58 （例）1.12 （例）1.34 

    汚水の水質 

８  

   ( ｍ ｇ ／L) 

BOD ＳＳ  ｐH 油分 BOD ＳＳ  ｐH 油分 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

170 200 170 200 7.0 8.0 5.0 6.0 170 200 170 200 7.0 8.0 5.0 6.0 

９  備   考  

（例） 

洗車機 

120L/台×10台/日×0.001=1.2m3/日 

水栓１栓  

12L/分×1分/台×10台/日=0.12m3/日 

汚水の水量 1.2＋0.12=1.32 m3/日 

（例） 

洗車機 

100L/台×10台/日×0.001=1.0m3/日 

水栓１栓  

12L/分×1分/台×10台/日=0.12m3/日 

汚水の水量 1.0＋0.12=1.12 m3/日 

別紙１ 「１ 号番号」と同

じ番号が入ります。 

最大は通常の 1.2 倍。 



別紙２の１ 

操 業 工 程 図 
 （変更なし） 

操
業
の
種
類 

１ ２ 

操 
 

業 
 

の 
 

方 
 

法 

                            

  (1) 

名
称 

号
番
号 

 
 

自 動 車 

 

    (1) 

名
称 

号
番
号 

 
 

原  材  料   

                 

  ② 

名
称 

自
動
式
車
両 

洗
浄
施
設 

号
番
号 

第
７
１
号 

 

 

水 洗 い     (2) 

名
称 

号
番
号 

 

  

                   

  ③ 

名
称 

自
動
式
車
両 

洗
浄
施
設 

号
番
号 

第
７
１
号 

 

  

洗 剤 等     (3) 

名
称 

号
番
号 

 

  

                   

  ④ 

名
称 

自
動
式
車
両 

洗
浄
施
設 

号
番
号 

第
７
１
号 

 

 

  乾   燥     (4) 

名
称 

号
番
号 

 

  

                   

  (5) 

名
称 

号
番
号 

 

 

仕 上 げ     (5) 

名
称 

号
番
号 

 

  

                   

  (6) 

名
称 

号
番
号 

製   品     (6) 

名
称 

号
番
号 

製   品   

                            
 
備  考  操業の方法欄の番号のうち，特定施設を使用する工程の番号を○で囲み，その特定

施設の名称および号番号を記入すること。 



別紙２の２                             
 

１日当たりの原材料等（消耗資材を含む。）の使用量  

（変更なし） 

原材料等の種類  使用量 (ｋｇ／日 )  用  途  備  考  

１  シャンプー ○○ｋｇ／日 洗車用 

 

２  ワックス ○○ｋｇ／日 洗車用 

 

３  コーティング剤 ○○ｋｇ／日 洗車用 

 

 

４  

    

５  

    

６  

    

７  

    

８  

    

９  

    

10 

    

代表的な原材料と概算の使用量を記入してください。 



別紙３                               

汚水の処理の方法  

（変更前） 

１  処 理 方 式 

 

浮上分離方式 

    能   力 

２  

    (ｍ ３ ／日 ) 

 

 

450 (L/分) ＝ 648 (m3/日) 

３  構   造 別紙図面のとおり  

汚水の処理 

４  

の 系 統 図 

別紙図面のとおり  

    １日当たりの 
５ 薬品類の使用量
（凝集剤，中和剤 
等） 

 

汚水の 

６ 水 質 

   （ｍｇ／Ｌ） 

項目 
ＢＯＤ  ＳＳ  ｐH 油分 

通常  最大 通常  最大 通常  最大 通常  最大 

処理前 170 200 170 200 7.0 8.0 5.0 6.0 

処理後 120 150 120 150 7.0  8.0 3.5 4.0 

   処理水の水量 
７  

 (ｍ３／日) 
通常  

 
（例）1.32 最大 （例）1.58 

発生汚泥等 

８ 
の処理方法  

汚泥等の量 

（ｍ
３

／月） 

 

 0.030ｍ３／月 

（3.0L/月＋27.0L/月＝30.0L/月＝0.030ｍ3/月） 

処理の方法 委託処理 

９  設 置 図 別紙図面のとおり  

10 工 事 着 手 
予定年月日 

     年    月    日  

11 工 事 完 成 
予定年月日 

     年    月    日  

12 使 用 開 始 
予定年月日 

     年    月    日  

13 備   考 

（例） 

・流入量（洗車機+水栓 (29.2+12)Ｌ/分×1台×10.0（安全係数））＝ 412Ｌ/分 ＜ 450Ｌ/分 

・オイル阻集量 (10g/台×10台/日×30日/月)/1000＝3.0Ｌ/月 ＜ 21.2Ｌ   

・土砂たい積量 (0.09Ｌ/台×10台/日×30日/月)＝27.0Ｌ/月 ＜ 121Ｌ 

 

 

（例） 

油水分離槽 実容量 600Ｌの場合 

許容流入流量 600L×0.75 ＝450 L/分 

処理能力  450 L/分 ＝ 648 m3 /日 

（450L/分×60×24×0.001＝648m3 /日） 

別紙 2 「7 汚水の水量」と同じ数値になります。 

オイル阻集量と土砂堆積量の合計量。備考の選定計算から算出。 

・許容流入流量 450Ｌ/分 

・オイル阻集量 許容流入流量×0.047＝450×0.047≒21.2Ｌ 

・土砂たい積量 許容流入流量×0.268＝450×0.268≒121Ｌ 



 別紙３                             
  

汚水の処理の方法  

（変更後） 

１  処 理 方 式 

 

浮上分離方式 

    能   力 

２  

    (ｍ ３ ／日 ) 

 

 

450 (L/分) ＝ 648 (m3/日) 

３  構   造 別紙図面のとおり  

汚水の処理 

４  

の 系 統 図 

別紙図面のとおり  

    １日当たりの 
５ 薬品類の使用量
（凝集剤，中和剤 
等） 

 

汚水の 

６ 水 質 

   （ｍｇ／Ｌ） 

項目 
ＢＯＤ  ＳＳ  ｐH 油分 

通常  最大 通常  最大 通常  最大 通常  最大 

処理前 170 200 170 200 7.0 8.0 5.0 6.0 

処理後 120 150 120 150 7.0  8.0 3.5 4.0 

   処理水の水量 
７  

 (ｍ３／日) 
通常  

 
（例）1.12 最大 （例）1.34 

発生汚泥等 

８ 
の処理方法  

汚泥等の量 

（ｍ
３

／月） 

 

 0.030ｍ３／月 

（3.0L/月＋27.0L/月＝30.0L/月＝0.030ｍ3/月） 

処理の方法 委託処理 

９  設 置 図 別紙図面のとおり  

10 工 事 着 手 
予定年月日 

     年    月    日  

11 工 事 完 成 
予定年月日 

     年    月    日  

12 使 用 開 始 
予定年月日 

     年    月    日  

13 備   考 

（例） 

・流入量（洗車機+水栓 (29.2+12)Ｌ/分×1台×10.0（安全係数））＝ 412Ｌ/分 ＜ 450Ｌ/分 

・オイル阻集量 (10g/台×10台/日×30日/月)/1000＝3.0Ｌ/月 ＜ 21.2Ｌ   

・土砂たい積量 (0.09Ｌ/台×10台/日×30日/月)＝27.0Ｌ/月 ＜ 121Ｌ 

※油水分離槽に変更なし。 

※自動式車両洗浄施設の交換に伴う，汚水の水量の変更。 

 

（例） 

油水分離槽 実容量 600Ｌの場合 

許容流入流量 600L×0.75 ＝450 L/分 

処理能力  450 L/分 ＝ 648 m3 /日 

（450L/分×60×24×0.001＝648m3 /日） 

別紙 2 「7 汚水の水量」と同じ数値になります。 

オイル阻集量と土砂堆積量の合計量。備考の選定計算から算出。 

・許容流入流量 450Ｌ/分 

・オイル阻集量 許容流入流量×0.047＝450×0.047≒21.2Ｌ 

・土砂たい積量 許容流入流量×0.268＝450×0.268≒121Ｌ 



別紙４                               
 下水の量及び水質  

  （変更前） 

排  出  口  Ｎｏ．１  Ｎｏ．  
通  常  最  大  通  常  最  大  

下水の量（ｍ 3／日）  （例）1.82 （例）2.18   

項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  

１ 温 度          度          度          度          度 
２ アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素含有量     

３ 水 素 イ オ ン 濃 度 （ ｐ Ｈ ） 水素指数   7.0 水素指数   8.0 水素指数 水素指数 
４ 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ)  120 150   
５ 浮 遊 物 質 量 （ Ｓ Ｓ ） 120 150   

６ 
ノルマルヘキサン 
抽出物質含有量 

（１） 鉱油類含有量 3.5 4.0   
（２） 動植物油脂類含有量     

７ 窒 素 含 有 量     
８ 燐

 りん

含 有 量     
９ 沃 素

 よう

消 費 量     

１０ カドミウム及 びその化 合 物     
１１ シ ア ン 化 合 物     
１２ 有 機 燐

 りん

化 合 物     
１３ 鉛 及 び そ の 化 合 物     

１４ 六 価 ク ロ ム 化 合 物     
１５ 砒

  ひ

素 及 び そ の 化 合 物     
１６ 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物     
１７ ア ル キ ル 水 銀 化 合 物     

１８ ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ル     
１９ ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン     
２０ テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン     
２１ ジ ク ロ ロ メ タ ン     

２２ 四 塩 化 炭 素     
２３ １ ， ２ － ジ ク ロ ロ エ タ ン     
２４ １ ， １ － ジ ク ロ ロ エ チ レ ン     
２５ シス－１，２－ジクロロエチレン     

２６ １ ， １ ， １－ト リクロロエタン     
２７ １ ， １ ， ２－ト リクロロエタン     
２８ １ ， ３ － ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン     
２９ チ ウ ラ ム     

３０ シ マ ジ ン     
３１ チ オ ベ ン カ ル ブ     
３２ ベ ン ゼ ン     
３３ セ レ ン 及 び そ の 化 合 物     

３４ ほ う 素 及 びその化 合 物     
３５ ふっ素 及 びその化 合 物     
３６ １ ， ４ － ジ オ キ サ ン     
３７ フ ェ ノ － ル 類     

３８ 銅 及 び そ の 化 合 物     
３９ 亜 鉛 及 び そ の 化 合 物     
４０ 鉄及びその化合物（溶解性）     
４１ マンガン及びその化合物（溶解性）      

４２ ク ロ ム 及 び そ の 化 合 物     
４３ ダ イ オ キ シ ン 類 ｐｇ／L ｐｇ／L ｐｇ／L ｐｇ／L 

摘     要  水質については，生活排水による汚濁負荷量を除いた数値とする｡ 
  
備  考  

１ この表に掲げる項目の単位は，温度，水素イオン濃度（ｐＨ）およびダ
イオキシン類以外の項目については，ｍｇ／Ｌとする。 

２ 「摘要」の欄は，下水の量又は水質の推定の根拠等を記載すること。 

公共ますにおける事業場排水（油水分離槽排水）と生活排水

（トイレ，手洗い等）を合計した下水の量となります。 

 

（通常）事業場排水 1.32m3 ＋生活排水 0.5=1.82ｍ3 公共ます２箇所に

汚水を排除する場

合記入して下さい。 

 

記入してください。 

通常の 1.2 倍の数値となります。 

通常 1.82ｍ3 ×1.2 ＝2.18ｍ3 



別紙４                               
 下水の量及び水質  

（変更後） 

排  出  口  Ｎｏ．１  Ｎｏ．  
通  常  最  大  通  常  最  大  

下水の量（ｍ 3／日）  （例）1.62 （例）1.94   

項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  

１ 温 度          度          度          度          度 
２ アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素含有量     

３ 水 素 イ オ ン 濃 度 （ ｐ Ｈ ） 水素指数   7.0 水素指数   8.0 水素指数 水素指数 
４ 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ)  120 150   
５ 浮 遊 物 質 量 （ Ｓ Ｓ ） 120 150   

６ 
ノルマルヘキサン 
抽出物質含有量 

（１） 鉱油類含有量 3.5 4.0   
（２） 動植物油脂類含有量     

７ 窒 素 含 有 量     
８ 燐

 りん

含 有 量     
９ 沃 素

 よう

消 費 量     

１０ カドミウム及 びその化 合 物     
１１ シ ア ン 化 合 物     
１２ 有 機 燐

 りん

化 合 物     
１３ 鉛 及 び そ の 化 合 物     

１４ 六 価 ク ロ ム 化 合 物     
１５ 砒

  ひ

素 及 び そ の 化 合 物     
１６ 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物     
１７ ア ル キ ル 水 銀 化 合 物     

１８ ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ル     
１９ ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン     
２０ テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン     
２１ ジ ク ロ ロ メ タ ン     

２２ 四 塩 化 炭 素     
２３ １ ， ２ － ジ ク ロ ロ エ タ ン     
２４ １ ， １ － ジ ク ロ ロ エ チ レ ン     
２５ シス－１，２－ジクロロエチレン     

２６ １ ， １ ， １－ト リクロロエタン     
２７ １ ， １ ， ２－ト リクロロエタン     
２８ １ ， ３ － ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン     
２９ チ ウ ラ ム     

３０ シ マ ジ ン     
３１ チ オ ベ ン カ ル ブ     
３２ ベ ン ゼ ン     
３３ セ レ ン 及 び そ の 化 合 物     

３４ ほ う 素 及 びその化 合 物     
３５ ふっ素 及 びその化 合 物     
３６ １ ， ４ － ジ オ キ サ ン     
３７ フ ェ ノ － ル 類     

３８ 銅 及 び そ の 化 合 物     
３９ 亜 鉛 及 び そ の 化 合 物     
４０ 鉄及びその化合物（溶解性）     
４１ マンガン及びその化合物（溶解性）      

４２ ク ロ ム 及 び そ の 化 合 物     
４３ ダ イ オ キ シ ン 類 ｐｇ／L ｐｇ／L ｐｇ／L ｐｇ／L 

摘     要  水質については，生活排水による汚濁負荷量を除いた数値とする｡ 
  
備  考  

１ この表に掲げる項目の単位は，温度，水素イオン濃度（ｐＨ）およびダ
イオキシン類以外の項目については，ｍｇ／Ｌとする。 

２ 「摘要」の欄は，下水の量又は水質の推定の根拠等を記載すること。 

公共ますにおける事業場排水（油水分離槽排水）と生活排水

（トイレ，手洗い等）を合計した下水の量となります。 

 

（通常）事業場排水 1.12m3 ＋生活排水 0.5ｍ3 ＝1.62ｍ3 公共ます２箇所に

汚水を排除する場

合記入して下さい。 

 

記入してください。 

通常の 1.2倍の数値となります。 

通常 1.62ｍ3 ×1.2 ＝1.94ｍ3 



別紙５                              
    

用水及び排水の系統  

（変更前） 

１  
用水及び排 

 

水の系統図 

別紙図面のとおり  

２  

排 出 口 

用     水  

水道水  

（ｍ
３
／日） 

地下水  

（ｍ
３
／日）  

その他(   ) 

（ｍ
３
／日）  

合  計  

（ｍ
３
／日）  

通  常  最  大  通  常  最  大  通  常  最  大  通  常  最  大  

Ｎｏ．１  
（例）  

1.82 

（例）  

2.18 
    

（例）  

1.82 

（例）  

2.18 

Ｎｏ．            

Ｎｏ．          

Ｎｏ．          

Ｎｏ．          

Ｎｏ．          

合   計 
（例）  

1.82 

（例）  

2.18 
    

（例）  

1.82 

（例）  

2.18 

事業場全体から公共ます 1 箇所に汚水を排除す

る場合です。 

別紙４ 「下水の量」と同じ数値となります。 

 



別紙５                              
    

用水及び排水の系統  

（変更後） 

１  
用水及び排 

 

水の系統図 

別紙図面のとおり  

２  

排 出 口 

用     水  

水道水  

（ｍ
３
／日） 

地下水  

（ｍ
３
／日）  

その他(   ) 

（ｍ
３
／日）  

合  計  

（ｍ
３
／日）  

通  常  最  大  通  常  最  大  通  常  最  大  通  常  最  大  

Ｎｏ．１  
（例）  

1.62 

（例）  

1.94 
    

（例）  

1.62 

（例）  

1.94 

Ｎｏ．            

Ｎｏ．          

Ｎｏ．          

Ｎｏ．          

Ｎｏ．          

合   計 
（例）  

1.62 

（例）  

1.94 
    

（例）  

1.62 

（例）  

1.94 

 

事業場全体から公共ます 1 箇所に汚水を排除す

る場合です。 

別紙４ 「下水の量」と同じ数値となります。 

 


